	
Ⅰ．基本的な方針
１．基本目標
「住まい」は、人々のくらしを支える生活の基盤であり、さらに社会生活や地域におけるあらゆる活動を支える拠点です。また、「まち」は人々の働く、学ぶ、交流するといった人々のくらしや、あらゆる活動の拠点です。
このように、「住まい」と「まち」は、府民の安全・安心なくらしに不可欠なものであり、その関係性やあり方が人々のくらしの豊かさ、さらには大阪全体の活力に大きな影響を及ぼします。
基本的な方針として、多様な人々が住まい、訪れる居住魅力あふれる都市の創造とともに、大阪・関西万博のテーマである「いのち輝く未来社会のデザイン※」やSDGs※達成への貢献、新型コロナウイルス感染症を契機とする「新たな日常※」も踏まえ、健康でいきいきと幸せにくらせる都市の実現をめざし、「多様な人々がいきいきとくらし、誰もが住みたい、訪れたいと感じる、居住魅力あふれる都市の実現」を基本目標とします。
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２．政策の方向性
基本目標の実現に向けては、「活力・魅力の創出」と「安全・安心の確保」に重点を置いた取組みを進める必要があります。
これら２つは、「活力と魅力ある住まいと都市が形成され、多様な人々が住まい、活発に交流することにより、安全・安心も高まる」、また、「災害時の安全性や居住の安定性など安全・安心が確保された住まいと都市が、多様な人々を惹きつけ、活力と魅力が生み出される」といった、相互に作用しあい、好循環を生み出すことが期待されます。
さらには、相次ぐ自然災害への備えのみならず、新型コロナウイルス感染症の影響による社会情勢の変化などに対応する必要があります。
そのため、今後の政策展開にあたっては、社会情勢の変化などに柔軟に対応しながら、「活力・魅力の創出」と「安全・安心の確保」が相互に作用しあい、好循環を生み出す政策を展開します。
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３．施策展開の視点
「活力・魅力の創出」と「安全・安心の確保」が相互に作用しあい、好循環を生み出す政策展開にあたっては、以下の視点を踏まえ、施策を構築・推進します。

視点①　多様性（ダイバーシティ※）
～　多様化するニーズへのきめ細やかな対応　～
大阪に住まう人々・世帯における価値観・くらし方の変化や、新型コロナウイルス感染症を契機とした居住・労働環境の急激な変化など多様化するニーズを的確に把握することが重要です。
誰もが安心してくらしやすい都市とするため、所得や仕事の都合で居住地を選択できない人達や、人の価値観や世帯の多様化、「新たな日常※」に応じたくらし、いきいきと健康的なくらしなどのニーズに、きめ細やかに対応していく必要があります。









視点②　共創（コ・クリエーション※）
～　様々な分野や、公民の連携による事業効果の最大化　～
施策実施にあたり、関係者が一丸となって取り組むという土壌と、その取組みが狭い範囲にとどまらず、より広範囲にわたって効果を波及させていくことが重要です。
行政や公的団体、民間事業者等、多様な主体それぞれが持つ資源や情報を融通しあい、協力・連携していくことはもちろんのこと、住宅まちづくりの領域だけではなく、くらしを取り巻く分野とも連携した取組みが不可欠です。
また、事業の効果をより発揮させるため、行政や公的団体は、民間の力を最大限引き出せるよう協調して取り組み、その効果を周辺に波及させることが必要です。










視点③　資源の活用（リソース※）
～　大阪がもつ多様なストック※・ポテンシャルの活用　～
施策展開の資源は、住宅・建築物のみならず、都市インフラ※や居住魅力につながるソフトも含めて活用すべきであり、住宅ストックの活用にあたっては、耐震性などの安全性、府民の居住における安心に加え、良質なストック形成という視点から、質の確保に向けた取組みが必要です。
また、住宅・建築物や都市インフラ、自然環境、歴史的風土・文化、多様な人材やコミュニティなど、大阪の特徴ある多様なストック・ポテンシャルをサスティナビリティ（持続可能性）の視点を持ちながら生かし、大阪に住まう人々や都市の活力・魅力を創出します。








【「住まうビジョン・大阪」とSDGs※の関係の整理】
大阪府は、全庁一丸となってSDGs※の推進を図り、SDGs※先進都市をめざしています。
「住まうビジョン・大阪」とSDGs※との関連性を整理したうえで、その取組みを推進します。
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